
西
願
寺
の
歩
み

西
願
寺
は
、
一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
一
月
十
六
日
、
親
鸞
聖
人
が
お
す
す
め
い
た
だ

い
た
、
お
念
仏
の
み
教
え
を
一
人
で
も
多
く
の
方
々
へ
弘
め
て
い
く
都
市
開
教
の
志
の
も

と
、
埼
玉
県
久
喜
市
を
開
教
拠
点
と
す
る
築
地
本
願
寺
久
喜
布
教
所
（
西
願
寺
）
と
し
て

開
設
い
た
し
ま
し
た
。

聞
法
の
道
場
と
し
て
、
法
要
儀
式
、
法
話
会
、
子
ど
も
会
の
活
動
な
ど
を
お
こ
な
い
、
法

縁
は
弘
ま
り
、
二
〇
〇
八
（
平
成
二
十
）
年
四
月
十
二
日
、
西
願
寺
開
設
一
五
周
年
を
機

に
、
門
信
徒
の
親
睦
と
研
修
の
場
と
し
て
「
さ
い
が
ん
じ
寺
友
ク
ラ
ブ
」
が
発
足
さ
れ
、
開

教
活
動
は
よ
り
一
層
広
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
二
〇
〇
九
（
平
成
二
十
一
）
年
一
月
二
十
六
日
、
宗
派
よ
り
非
法
人
教
会
「
西

願
寺
教
会
」の
承
認
を
い
た
だ
き
、東
京
教
区
埼
玉
組
へ
の
編
入
と
な
り
、住
職
・
坊
守
・

寺
族
・
門
信
徒
が
と
も
に
協
力
し
て
、
ご
法
義
の
相
続
と
繁
昌
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。そ

し
て
、
二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年
十
一
月
二
十
三
日
、
お
念
仏
の
み
教
え
に
遇

え
た
喜
び
を
、子
や
孫
へ
、永
代
に
伝
え
て
い
く
と
い
う
願
い
の
も
と
、新
た
に
御
木
仏
・

阿
弥
陀
如
来
尊
像
を
製
作
し
、
西
願
寺
本
堂
に
ご
安
置
さ
せ
て
い
た
だ
く
、
入
仏
慶
讃
法

要
を
厳
修
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
仏
祖
の
ご
加
護
と
宗
祖
の
ご
遺
徳
の
お
か
げ
で
あ
り
、
門
信
徒
の

方
々
の
報
恩
謝
徳
の
ご
懇
念
の
た
ま
も
の
と
、
ま
こ
と
に
有
り
難
く
存
じ
ま
す
。

御
木
仏
・
阿
弥
陀
如
来
像
の
入
仏
を
勝
縁
と
し
て
、
い
よ
い
よ
阿
弥
陀
如
来
の
み
法
が

弘
ま
り
ま
す
よ
う
、
お
念
仏
の
繁
昌
と
寺
門
興
隆
と
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

西
願
寺
の
活
動

●
ほ
の
ぼ
の
法
話
会
（
毎
月
第
三
土
曜
日
午
後
一
時
三
〇
分
）

●
元
旦
会
法
要
（
一
月
一
日
）

●
春
・
秋
の
彼
岸
会
法
要

●
報
恩
講
法
要
（
十
一
月
二
十
三
日
）

●
子
ど
も
会
（
夏
休
み
流
し
そ
う
め
ん
大
会
、
冬
休
み
も
ち
つ
き
大
会
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
）

●
さ
い
が
ん
じ
寺
友
ク
ラ
ブ
の
活
動

①
新
年
会

②
浄
書
（
写
経
）
会
（
毎
月
一
回
）

③
絵
手
紙
教
室
（
毎
月
一
回
）

④
旅
行
会
（
年
一
回
）

西
願
寺
は
、
広
い
境
内
に
大
き
な
本
堂
や
お
墓
の
あ
る
お
寺
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

浄
土
真
宗
の
宗
祖
・
親
鸞
聖
人
の
教
え
を
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
寺
友

�
�
�
�

が
集
ま
る

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
お
寺
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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